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  Special Topics：海底下の森への再々チャレンジ！


  石炭層は地下生物圏にどんな影響を与えるか？
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  　オホーツク海から南シナ海にかけて、ユーラシアの西太平洋沿いには石炭層が広く分布している。それらの石炭は地下深く埋もれた陸上や浅海の植物に由来するもので、いわば海底下の森だ。植物の組織は純度の高い石炭に変化していく過程で、色々な有機物を放出するが、海底下深部にはこうした有機物を食べて生活する微生物たちがいるらしい。海底下の森と微生物たちはどんな関わりを持っているのか？　地球そのものが持つ物質循環の姿を理解すれば、将来の地球環境や持続的なエネルギー循環システムが見えてくるかもしれない。

  （2012年9月掲載）


  石炭が供給する有機化合物


  　西太平洋の大陸縁辺部の地下には、豊富な石炭が埋まっている。北海道南部から青森県八戸市沖合も同様で、海底下2,000mよりも深い地層に厚い石炭層が眠っている。石炭は陸上植物が地下深くに埋没した後、地下の圧力や熱によって熟成して出来るものだ。品質の良い石炭ならほとんど炭素の塊になっている。生物の体はおおまかに言えば炭素と窒素、水素、酸素などから出来ている。つまり石炭になるとは、生物の体から主に水素と酸素などの元素がはずれ、炭素が残ることなのだ。太古に埋没した有機物は、さまざまな低分子化合物を放出しながら石炭になっていく。

  　木材は多くの生き物にはとても食べられない。しかし単純な有機物や無機化合物になってくれるのなら話は別だ。地下深く、堆積物や岩石の小さな隙間にすむ微生物たちにとって、今まさに熟成段階にある石炭は食料供給源になりうるだろう。今回、2012年7月25日から9月30日の間、実施している「下北八戸沖石炭層生命圏掘削」は、まさにこの様子を調べるためのものだ。

  　すでに2006年、「ちきゅう」は八戸沖合で完成後の慣熟試験航海を行っており、水深1,180mの海底から深さ350mに至るまで、膨大な数の微生物がいることが確認されている。今回2012年の調査を、共同首席研究者として率いる稲垣史生上席研究員によると、通常の大陸沿岸の海底堆積物に比べて100倍以上も多い微生物がいるのだそうだ。「微生物が多い理由は、堆積速度が速く含水率の高い珪藻土と地下にある石炭層から栄養を供給されているためでしょう」稲垣上席研究員はそう説明する。


  　海底表面から石炭層まで2,000m。八戸沖合にあるこの堆積物は、海水表層に生息する珪藻などの光合成生物がマリンスノーとして沈降し、海底下深くに堆積して出来たもの、いわゆる珪藻土である。堆積する速度が速ければ、地下深くても堆積物はまだ比較的新しく、過去の生物の組織など、利用できる有機物が多いままだろう。それに珪藻は珪酸の殻を持つ植物プランクトンだ。その殻が堆積して出来た珪藻土は小さな殻が集まってできているから隙間が多い。七輪は珪藻土から作られるが、それを思い浮かべればイメージしやすいだろう。「隙間が多いということは、そこを通って水が移動しやすいということです。だとすれば、海底下への影響供給は海水から沈降したり、しみ込んだりする上から下への供給だけではなく、地下深部の石炭層から出た栄養が深部から表層にむけて供給されるシステムがあるのかもしれません。」稲垣上席研究員の考えによれば、海底下2,000mより深くの石炭層から海底表面まで、有機物が供給されるダイナミックな世界が八戸沖合にあることになる。
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      	掘削地点
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  自然を前にした再々チャレンジ


  　八戸沖合にある海底下の森とそれを利用する地下微生物。しかし調査は幾度も自然によって阻まれてきた。2006年の慣熟訓練では強烈な爆弾低気圧が接近してきたため、「ちきゅう」は海底下511メートルまで掘った孔をキャップでふさぎ、現場を退避せざるをえなかった。もちろん、「ちきゅう」は掘削地点の位置まで再びやってきて正確に定位し、同じ坑を再掘削できる能力がある。事実、2011年、稲垣上席研究員たちは前回掘った坑を再び掘削し、海底から深さ2,000mにある石炭層まで掘削調査を行うはずであった。八戸港にやってきて準備を始め、出向予定は3月15日。その矢先の3月11日、「ちきゅう」は東北地方太平洋沖地震に遭遇してしまったのである。余震が続く中、掘削調査を行うことはできず、延期せざるをえなかった。つまり、今年2012年の調査は6年越しの再々チャレンジということになる。

  　海底下深くの地層にすむ微生物の中にはメタン生成菌もいる。彼らは二酸化炭素で呼吸し、メタンを吐き出す。即ち、石炭層などの栄養源さえあれば、二酸化炭素を使って燃料を生み出す可能性がそこにあるのだ。しかし、いかに良いアイデアであっても、それは地下深部の様子を具体的に把握できなければ何も始まらない。

  　「二酸化炭素を実際に注入するわけではありません。我々がやっているのはシステム地球生命科学なのですから、まずは海底下の状態をそのまま保った試料を採取し、現場環境の科学的な実態を調べる必要があります。」稲垣上席研究員はそう語る。今回、これまで石油掘削の現場で使われていた技術を、科学研究に応用する形で地下水の採集が行われる予定だ。これは海洋科学掘削では初めての試みである。この研究航海のため、マッドガス分析ラボが「ちきゅう」船上に新たに作られた。圧力の高い油ガス域や海底下深部の地層を掘るには、人工的に合成した泥水をドリルビットと船との間で循環させるライザー掘削方式が必要だ。このラボは、船上に戻ってくる泥水に含まれている天然ガスを連続的にモニタリングし、化学組成やメタンの炭素同位体など、地球化学的なデータを高感度に分析するためのものだ。科学的検証に耐えうるデータを取る専門の施設で、このレベルの分析設備を持っている掘削船は世界に「ちきゅう」しかない。


  
    [image: マッドガス分析ラボ外観]


    
      	▲


      	マッドガス分析ラボ外観

      泥水循環装置付近から写真コンテナの右側まで管を通し、

      コンテナ内の分析装置でガス成分の測定が行われる。
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      	ラボ内部の様子

    

  


  　「実は、メタンハイドレートなどの天然ガスを含む堆積物と、それらの元になる石炭層を共に掘り抜く科学的な掘削調査は、世界でも今回が初めてです。そこに、どのような炭素循環システムがあって、どんな生命活動があるのか、とても興味深い試みです。それを知る事は、地球そのものの生態系や物質循環を知る事につながります。この掘削調査から、将来、環境やエネルギー問題を解決する糸口になるような、地球と人間社会が共存できる持続的なシステムが見えてくるような気がします。」稲垣上席研究員は期待と展望を熱く語ってくれた。
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      	共同首席研究者の２人（稲垣博士とHinriches博士）
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      	稲垣共同首席研究者と久保研究支援統括

    

  


  関連リンク


  記事


  
    	「下北八戸沖石炭層生命圏掘削」特設サイト


    	統合国際深海掘削計画（IODP）第337次研究航海「下北八戸沖石炭層生命圏掘削」の実施について（2012年7月12日）


    	IODP第337次研究航海「下北八戸沖石炭層生命圏掘削」の進捗状況について（2012年9月6日）


    	統合国際深海掘削計画（IODP）第337次研究航海

    「下北八戸沖石炭層生命圏掘削」の進捗状況について（2012年9月10日）


    	ちきゅうTV Vol.17 海底下深部生命圏と炭素循環システムを調査せよ！

  


  奥付


  
    地球発見　14号　第3回配信
[image: 地球発見]

    2012年9月21日発行


    
      	発行


      	独立行政法人海洋研究開発機構

      地球深部探査センター


      	制作


      	株式会社デジタルコム


      	URL


      	http://www.jamstec.go.jp/chikyu/jp/index.html

    


    
      (C) 2012　独立行政法人海洋研究開発機構　地球深部探査センター


      ※この電子書籍の文章、図版、写真等の著作権は独立行政法人海洋研究開発機構　地球深部探査センターに帰属します。著作者に断りなく転載・再配布することを禁じます。

    


    
      [image: ]

    

  

OEBPS/Images/last_logo.jpg





OEBPS/Images/cover.jpg





OEBPS/Images/0909b_up.jpg





OEBPS/Images/DSCN2647_up.jpg





OEBPS/Images/pic01_up.jpg
"y,

>

Hachinohe






OEBPS/Images/DSCN2662_up.jpg





OEBPS/Images/0906b_up.jpg





OEBPS/Images/0906c_up.jpg





OEBPS/Images/prof_pic.jpg





OEBPS/Images/podcast.jpg
nnnnnnnnnnnnn





